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　本誌は終戦4年後のまだ物資の乏しい時代に、被服に関する学術研究雑誌として最も早く創刊され

た。「家政學雑誌」の創刊より2年ほど早い。

　発刊の言葉で、今和次郎が次のように述べている。「終戦から四年目の春がめぐり來つたのである

が、衣生活の苦しみは依然としてわれわれのマイナスの重点となつているu（中略）わが國の山は、

畠は、また野は、綿も毛も生み出してはくれない。（中略）われわれの生活へ直接振り向けられる國

内消費の衣料は、量的に極めてきゆう屈な状態であることが当分績くものと思わなければならない。

そのような條件のドで、今日のわれわれの被服文化の現実がどう動きつ・あるか。そしてその動き

に対して、どのように被服文化を計画づけなければならないか。職業服、日常服、晴着、式服、そ

れから子供服などが、果たしてどのように計画づけられるべきであろうか。いろいろな提案が出さ

れてはいるけれど、それらは果たして客観的に基礎づけられた計画であろうか」と。

　本誌には、被服概論、材料、造形、染織・文様、着装、管理、歴史、その他と多彩な研究成果が

掲載されている、150号（1976年4月）には既刊総目次が載り、被服デザイン・型紙・製図、被服構

成、婦人服の裁断・縫製、裁縫用具、刺繍は「造形」に分類され、着装実験・人間工学（身体計

測・体型・プロポーション）は、被服衛生、被服心理とともに「着装」に分類されている。これら

の研究内容を時系列で追うことによって、時代の状況と研究傾向の関係やその分野の発展の過程を

知ることができる，，

　例えば、ll記引用の今和次郎の言葉でわかるように、衣料物資が不足していた時代の服装造形に

関する論文のテーマには「幼児服研究の一資料」1号（1949年）、「ニッティング廃品の更生」2号

（1949年）、文化服装学院の教員であった町田菊之助による「洋裁実技指導の再検討」4、5、6号

（1950年）などがある。戦後数年は、手持ちの衣類の更生や再生が必要で、そのための洋裁教育が不

可欠であったことがわかる。

　その後、次第に既製服が求められるようになっていった過程が、論文の「既製服」というテーマ

を追うことで理解できる。「既製服」のテーマは68号（1961年4月）と91号（1965年2月）にある、，

また、「アメリカの既製服」の特集が92号（1965年4月）に掲載されており、1960年代に力を入れて

いることがわかる。さらに既製服に伴うサイズやパターンについてみると、「アメリカに於ける既製

服工業の発達と標準寸法の研究」10、11号（1951年）、「標準・†法に関する考え方」50号（1958年4

月）、「ミセスの既製服サイズへ挑戦」95号（1965年10月）、「既製服のサイズを考える」109号（1968

年2月）、「既製服のためのパターン作りとグレーディング」123号（1970年6月）などがあり、既製

服についての論文は戦後数年後に発表されはじめ、サイズ別の製品化に伴ってより精度の高いパタ

ーンのグレーディング法が必要不可欠になってきたことがわかる。

　また、既製服のサイズ規格には、多くの日本人の人体計測データを分類する必要が出てきた。こ

れにはまず人体を知り、さらに計測方法を学ぶことが必要不可欠になった。体型や計測法について
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、医学博士で、東京大学医学部解剖学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教室の教官（後に東京芸術大学、文化女

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子大学大学院教授）であった中尾ff保に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より「Dermatograph一皮膚ときもの」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して、63号（1960年6月）から67号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1961年2月）まで解説されている、また、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75号一77号（1962年6月一10月）まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「体型ときもの」として縦断体型や横断体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型が表わされ、続いて、78号一79号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1962年12月一63年2月）の「r・の機能と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手袋」では、解剖学的に手をとらえ手袋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の製作に及んでいる。さらに、83号
92　；；一（1965年4月）　アメリカの既製服のための採・「法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1963年10月）と85号（1964年2月）では

「プロポーション」について解説をしている。

　中尾による人体計測の指導を基に、小池千枝（文化女子大学名誉教授）が人体と部位別パターン

についての研究結果を68号一73号（1961年4月一62年2月）に掲載し、81号一82号（1963年6月一8

月）には被服構成の立場から体表区分をし、体幹部の横断面も掲載した。中尾による被服構成のた

めの解剖学を基にした人体計測法は、日本の被服教育界に多大な影響を及ぼしたことがわかる。

　人体計測は既製服の商品化に反映される。「アメリカの既製服のための採t法」92号（1965年4月）

ではアメリカの計測法が解説され、157号（1978年1月）では「モアレ・トポグラフィ計測法　その

原理と応用」が特集で組まれ、より厳密な計測法が紹介されるようになる。

　「繊維白｝＃　1977」を見ると、1973年頃から婦人服の既製服化率の上昇速度が鈍化しはじめ、

1974年にはパンタ゜ン’スラ・クス類は932％・コート類は @　　　　　1
89．6％を示し、「商品によってほぼ限界にきたものもある」と

している。科学的な人体計測が被服教育界で注目されはじめ

てから、卜数年で既製服化率が90％を超えるようになったこ

とがわかる。

　近年では、非接触三次元計測装置を用いて人体計測をし、

1997年には大規模な計測実施を基にJIS成人女子用衣料サイズ

規格が変更され、データがアパレル業界にとどまらず、効率よ

く各製品に反映されている。

　1960年代に接触法による縦断・横断面の採取、1970年代後半

には非接触装置を用いたモアレ・トポグラフィ計測法などが人

体計測法の発展の過程にあったことを忘れてはならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤田恵子）
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モアレ・トポグラフィ計測法
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